
Society for Edutainment and Robotics

__がくしゅう

楽習とロボット協会

2005年1月発足予定

会員募集のお知らせ

人間、教育、楽、ロボット、コンピュータ、ウエブ

などをキーワードに会員の交流を図ります。

研究会、講演会、展示会、メルマガなどを計画します。会費は無料（予定）。

案内を希望される方は下記までご連絡ください。
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「楽習とロボット協会」設立の趣旨

Society for Edutainment and Robotics

コンピュータの助けを得て教育を行う、いわゆるCAI (Computer Aided Instruction)、が唱えられて久しい。また、近年では、コンピュータの教育そのものが小・中学校にも導入されている。さらに最近は、ロボットが教育の現場に登場し、もの作りの材料としてあるいは創造性教育の一環として利用することが試みられ、インターネットや携帯電話も教育に利用されつつある。特に、コンピュータの著しい発展によって教育用のシステムやソフトウエアが高度化し、個々の生徒にあわせた教育を自律的に行うものも出現している。また、企業や研究機関では、メカトロニクスやソフトウェアの研究・開発の用途のみならず、それにたずさわるエンジニアの教育にもロボットが活用されつつある。

このように教育の道具としてコンピュータやロボットその他の先端技術を活用することには、教育の現場のみならず工学の研究者や産業界、さらには医学界や社会全般の関心が非常に高い。現在、教育、コンピュータ、ロボット、医学、教育産業などでの特定の学協会が活躍しその発展を図っているが、さらなる展開を図るにはこれらの教育者・研究者・開発者などが一堂に会し議論する場が欠かせない。ロボットという科学技術の集積体が教育にどう活用されるべきかを議論し、ロボットの活用が教育をより良いものとするための議論の場が求められている。そこで我々は、「楽習とロボット協会」を任意団体として発足させその機能を担わんとするものである。それは多方面での教育の発展につながるであろうことを確信している。

具体的には次のような分野の会員を想定しているが、特にこれらに限るわけではなく、これらに興味のある者の入会を原則として拒まない。幼小中高大学の教育担当者および学校管理者、医療福祉の担当者、教育学、心理学、教科教育、教材、ソフトウエア、ロボティックス、電気電子通信機器、電子機械、機械、材料、医療福祉、精神医学、脳科学などの研究者・技術者、関連企業の関係者など。

福井から発起する背景

福井大学では、教育現場と教育系学部が密接な連携を保っている。また、医療福祉面でも全国有数の脳画像解析ができる高エネルギー医学研究センターがあり、国公立では全国唯一の知的ソフト・ロボットを専門とする知能システム工学科も工学部に設けられている。産業界では、知能ロボットを教育に利用する教材を開発しているソフトウエア会社や、ウエブ、建築、建設関連の知的ソフトを開発している会社も多い。特に、システムに組み込み、ハードウェアとの連携をとるソフトウエアは、コンピュータ関連の技術・開発教育システムに欠かせないが、電子機器は福井県の工業出荷額の3分の1を占めることからわかるように、組み込み系ソフトウエア開発企業、メカトロニクス関連企業は非常に多い。

福井は歴史的には関西圏であるとともに、昨今は人的・経済的に中部・北陸圏そして関東圏との結びつきも非常に強い。このような福井という地域から「楽習とロボット協会」を発起し、それを全国および全世界レベルで展開していくことは、教育界、学術界、産業界への波及において非常に有意義と考える。ぜひ有志の方々のこころある賛同を願いたい。
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